
委員会の構成
委員会名 所　管　事　項 所　属　議　員

常
任
委
員
会

政 策 総 務 財政・市税などに関すること
（例）市税条例改正の審議

◎金澤孝太郎　〇川﨑葉子
　岡田恒雄　中野　昭　織田京子　坂本　晃
　矢部一夫

文 教 福 祉 福祉・教育などに関すること
（例）こども医療費、小中学校に係る事業の審議

◎中島　清　　〇坂本国広
　菅野博子　加藤久子　野本恵司　潮田幸子
　頓所澄江

まちづくり
建設・土木・公園・上下水道などに関する
こと
（例）市道の路線の認定・廃止などに関する審議

◎谷口達郎　　〇橋本　稔
　阿部愼也　田中克美　秋谷　修　加藤　孝

市 民 環 境
自治会、商工業・農業の振興、ゴミの減量・
リサイクルなどに関すること
（例）自治基本条例、住民投票条例などに関する審議

◎並木正年　　〇金子雄一
　長嶋元種　羽鳥　健　大塚佳之　福田　悟

議会運営委員会 議会の運営に関すること
（例）議会日程・議案・請願の調整

◎大塚佳之　　〇並木正年
　中野　昭　田中克美　織田京子　中島　清
　福田　悟　頓所澄江　橋本　稔

常 任 委 員 会：�鴻巣市議会には、市役所の業務や部門等に対応して４つの委員会があり、委員の任期は、
　　　　　　　　�条例により２年と定められています。本会議で提出された議案や請願を部門別に詳しく

審査するため、議長は所管の委員会に付託をします。この付託された議案などを所管す
る各委員会で詳細な審議を行います。

議会運営委員会：�本会議が円滑に、かつ効率的に進行するために、議会運営に関する重要な事項を協議・
　　　　　　　　�調整するとともに、議案・請願などの取り扱いを審査する委員会です。任期は２年と定

められています。

　　１０年表彰　　織田　京子 議員

　市議会議員として永年にわたり地方自治の発展に寄与された功績をたたえ、全国市議会議長会及び埼玉県市議会議長会より
表彰されました。

◎委員長　　○副委員長
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永年勤続議員の表彰

議会・委員会の構成
　
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　
日
々
変
化
す
る
時
代
に
お
い
て

本
市
が
、
更
な
る
飛
躍
を
し
て
い

く
た
め
に
、
議
会
の
果
た
す
役
割

は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
福
祉
の
向
上
の

た
め
議
員
並
び
に
執
行
部
の
皆
様

の
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
公
平
、
円
滑
な
議
会
運
営
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
副
議
長
　
野
本
　
恵
司

　
監
査
委
員
　
潮
田
　
幸
子

新
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

新議長
坂本　晃



3

　₆月定例会は、₅月20日から₆月10日までの22日間の会期で開かれ、市長から提出された「平成26年
度鴻巣市一般会計補正予算」など16件の議案について慎重審議し、すべての議案が同意、承認及び原案
のとおり可決されました。
　なお、「医療・介護総合法案」の撤回を求める意見書提出に関する請願については、不採択となりました。

川
里
地
域
の
小
中
学
校
で

英
語
教
育
強
化

問
文
部
科
学
省
の
英
語
教
育
強
化
地
域

拠
点
事
業
の
目
的
と
実
施
内
容
は
。

答
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
人

材
育
成
の
た
め
、
小
学
校
よ
り
外
国
人
と

積
極
的
に
話
す
態
度
の
育
成
、
自
国
の
文

化
と
と
も
に
外
国
の
文
化
に
興
味
・
関
心

を
も
つ
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
対
象

は
川
里
地
域
の
屈
巣
小
・
共
和
小
・
広
田

小
・
川
里
中
で
す
。
そ
の
た
め
現
在
、
小

学
校
５
・
６
年
生
で
行
う
外
国
語
活
動
を

３
・
４
年
生
か
ら
行
い
、
平
成
28
年
度
か

ら
川
里
中
学
校
で
英
語
の
授
業
を
英
語
の

み
で
行
う
予
定
で
す
。

問
川
里
地
域
が
選
ば
れ
た
理
由
は
。

答
小
学
校
で
英
語
教
育
を
強
化
す
る
た

め
に
は
、
英
語
の
免
許
を
持
つ
中
学
校
の

教
員
の
支
援
が
必
要
で
す
。
す
で
に
川
里

地
域
は
小
中
一
貫
教
育
が
実
施
さ
れ
、
英

語
教
育
の
小
中
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
た
め
で
す
。

雪
害
に
お
け
る

助
成
事
業
の
状
況

問
事
業
の
内
容
と
進
捗
は
。

答
２
月
の
大
雪
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
農

家
に
対
し
、
災
害
見
舞
金
と
し
て
、
１
７

審議議案英語教育強化地域へ
屈巣小・共和小・広田小・川里中

１
件
（
１
件
10
万
円
）
に
支
給
。
次
に
、

被
災
し
た
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
再
建
・
修

繕
・
撤
去
に
か
か
る
費
用
を
補
助
す
る
経

営
体
育
成
条
件
整
備
事
業
を
、
１
１
５
件

の
希
望
者
に
対
し
現
在
調
整
中
で
す
。

公
共
施
設
の
雪
害

問
雪
害
に
よ
る
公
共
施
設
の
屋
根
修
繕

は
、
市
有
物
件
災
害
共
済
建
物
保
険
金
で

１
０
０
％
補
償
さ
れ
る
の
か
。

答
被
害
額
５
万
円
以
下
に
つ
い
て
は
免

責
と
な
り
対
象
外
で
す
が
、
今
回
は
金
額

が
大
き
く
、
全
国
市
有
物
件
災
害
共
済
会

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
概
ね
１
０
０
％
の
補

償
が
見
込
め
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
た

め
、
歳
入
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

生
活
保
護
扶
助
事
業
の

就
労
自
立
給
付
金

問
就
労
自
立
給
付
金
と
は
。

答
就
労
が
決
ま
り
、
生
活
保
護
が
廃
止

さ
れ
る
と
、
税
や
社
会
保
険
料
等
の
負
担

が
生
じ
る
た
め
、
生
活
を
維
持
し
着
実
に

自
立
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
７
月
１
日
以
降
に
保

護
廃
止
さ
れ
た
方
か
ら
、
単
身
世
帯
で
10

万
円
、
多
人
数
世
帯
で
は
15
万
円
を
限
度

と
し
て
給
付
さ
れ
ま
す
。

問
生
活
保
護
受
給
者
の
就
労
状
況
は
。

答
平
成
25
年
度
末
で
、
生
活
保
護
世
帯

が
５
１
３
世
帯
、
受
給
者
数
が
７
０
４
名

で
、
そ
の
う
ち
稼
働
能
力
の
あ
る
方
が
１

１
６
名
で
す
。
就
労
支
援
相
談
員
に
よ
る

相
談
面
接
件
数
が
延
べ
１
６
３
件
、
就
労

に
結
び
つ
い
た
件
数
が
６
件
で
す
。ま
た
、

生
活
保
護
受
給
者
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

の
面
接
、
訪
問
相
談
に
よ
り
、
就
労
に
結

び
つ
い
た
件
数
は
７
件
で
す
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

と
は

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
医
療
・

介
護
及
び
生
活
支
援
を
行
う
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
効
果

的
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
、
医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
及

び
地
域
の
支
援
機
関
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
の
が
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
で
す
。

問
鴻
巣
市
に
は
、
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
が
１
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
仕
事
量

や
市
民
の
方
へ
の
周
知
方
法
は
。

答
認
知
症
施
策
の
推
進
の
旗
振
り
役
で

あ
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
も

協
力
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
周
知

方
法
は
、
市
の
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
介
護
者
交
流
会

や
介
護
教
室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
事
業
等

の
中
で
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

補正予算

補正予算

補正予算

６月定例会
5/20～6/10

補正予算

補正予算
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職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業

に
関
す
る
条
例

問
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
う
条
例

の
制
定
だ
が
、
制
定
以
前
と
の
違
い
は
何

か
。

答
こ
れ
ま
で
も
大
学
等
へ
就
学
す
る
た

め
の
自
己
啓
発
休
業
と
育
児
休
業
の
２
つ

の
休
業
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
勤
務
等

で
外
国
に
行
く
配
偶
者
に
同
行
す
る
場

合
、
職
を
辞
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
を
退
職
す
る
こ
と
な
く
同
行

し
、
そ
の
後
の
復
職
を
可
と
す
る
た
め
に

導
入
す
る
も
の
で
す
。

問
休
業
期
間
は
何
年
間
な
の
か
。
ま
た
、

一
時
帰
国
や
処
遇
面
は
ど
う
か
。

答
最
長
で
３
年
間
で
一
時
帰
国
は
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。
休
業
期
間
中
は
無
給
と
な

り
ま
す
が
、
休
業
中
で
も
自
己
の
共
済
組

合
負
担
金
は
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
退
職
金
計
算
は
、
同
行
休
業

の
期
間
は
除
外
さ
れ
ま
す
。

非
常
勤
消
防
団
員
の

退
職
報
償
金
引
き
上
げ

問
改
正
す
る
条
例
の
内
容
及
び
本
市
の

現
状
は
。

答
平
成
26
年
４
月
１
日
に
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
勤
続
５
年

以
上
の
非
常
勤
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金

の
支
払
額
を
引
き
上
げ
る
た
め
「
鴻
巣
市

非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

非
常
勤
消
防
団
員
定
数
４
４
１
名
に
対
し

４
１
９
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち

女
性
消
防
団
員
は
17
名
で
、
近
隣
で
は
一

番
多
い
人
数
で
す
。
な
お
、
団
員
に
は
、

市
職
員
な
ど
の
公
務
員
も
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
は
、
国
家
公
務
員
法
等
に
よ
り

営
利
企
業
等
の
従
事
制
限
の
規
定
が
あ
り

ま
し
た
が
、
平
成
25
年
12
月
に
消
防
団
を

中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に

関
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
市
職
員
等
に

つ
い
て
も
消
防
団
員
に
な
り
や
す
い
よ
う

に
規
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

市
道
の
認
定
・
廃
止

問
認
定
・
廃
止
の
内
容
は
。

答
市
道
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て
は
、

毎
定
例
会
に
常
に
審
議
さ
れ
る
案
件
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
６
月
議
会
で
は
、
従

来
に
比
し
て
件
数
が
増
加
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
認
定
11
件
、
廃
止
10
件
で
、

こ
の
認
定
の
中
に
は
、
分
譲
に
伴
う
開
発

行
為
に
よ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も

毎
定
例
会
の
案
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

道
の
認
定
は
、
新
た
な
土
地
利
用
や
建
築

行
為
に
伴
う
道
路
等
で
あ
り
、
市
道
の
廃

止
は
、
開
発
行
為
に
伴
う
道
路
の
付
け
替

え
や
不
要
と
な
っ
た
道
路
の
隣
接
地
権
者

か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
不
要
道
路
敷
地
の

売
却
に
伴
う
も
の
が
、
主
な
も
の
で
す
。

今
回
、
報
告
す
る
中
に
は
、
旧
吹
上
地
内

の
荊
原
集
会
所
の
建
物
の
下
に
ガ
ス
管
が

通
っ
て
い
た
た
め
に
ガ
ス
会
社
の
負
担
で
、

建
物
の
移
動
を
計
画
し
、
そ
れ
に
あ
わ
せ

て
市
道
の
廃
止
・
認
定
を
行
っ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。

「
医
療
・
介
護
総
合
法

案
」
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て

　
本
法
案
は
1９
本
も
の
法
律
の
改
定
を
含

み
、
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
こ

れ
を
一
括
審
議
す
る
も
の
で
す
。
①
診
療

報
酬
改
正
と
あ
わ
せ
、
高
度
急
性
期
の
病

床
を
削
減
し
、
患
者
を
在
宅
医
療
や
介
護

へ
と
誘
導
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

②
地
域
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
医
療

機
関
と
協
議
し
、
従
わ
な
い
場
合
は
、
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
を
科
す
こ
と
で
医
療
崩
壊
を

進
め
る
こ
と
に
な
る
。
③
看
護
師
が
医
師

の
直
接
の
判
断
な
し
で
医
療
行
為
を
行
え

る
制
度
を
導
入
す
る
と
看
護
師
の
負
担
が

拡
大
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
の
安
全

も
担
保
で
き
な
く
な
る
。
④
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
入
所
者
を
要
介
護
３
以
上
に

原
則
限
定
し
、
家
族
の
負
担
を
増
や
す
。

要
支
援
１
、
２
の
訪
問
、
通
所
介
護
を
保

険
給
付
か
ら
市
町
村
が
実
施
す
る
地
域
支

援
事
業
へ
移
行
さ
せ
る
。
自
己
負
担
を
１

割
か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
る
。
以
上
の
点

か
ら
賛
成
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
法
案
審
議
は
、
衆
議
院
厚
生
労

働
委
員
会
・
地
方
公
聴
会
も
含
め
、
計
3９

時
間
の
審
議
を
し
て
お
り
、
他
の
法
案
の

審
議
時
間
と
比
べ
て
も
短
く
な
く
、
本
法

案
は
、
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
急

激
に
増
加
す
る
医
療
と
介
護
の
需
要
に
的

確
に
対
応
し
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地

域
で
必
要
な
医
療
、介
護
、生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
整
え
る
こ
と
等
が
柱
で
す
。
本
法

案
は
、
医
療
と
介
護
の
提
供
体
制
を
地
域

で
総
合
的
に
確
保
し
、
医
療
と
介
護
を
一

体
的
に
解
決
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

改
正
で
す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
町
村

を
中
心
と
し
た
支
え
合
い
の
体
制
・
地
域

づ
く
り
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
で
あ
り

反
対
す
る
も
の
で
す
。

賛
　
成
　
討
　
論

反
　
対
　
討
　
論

その他

条例の一部改正 条例の制定

請　願


